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■
住
民
交
流
、
災
害
時
相
互
支
援
体
制
を
確
認　

三
郷
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
消
防
委
員
会 

女
性
消
防
隊
な
ど
の
あ
り
方
を
答
申

第
27
回
三み
さ
と
さ
ん
ご
う
あ
づ
み
の

郷
・
安
曇
野
友
好
都
市

交
流
推
進
協
議
会（
三
郷
サ
ミ
ッ
ト
）

が
5
月
13
日
と
14
日
の
2
日
間
、
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
昭
和
61
年
に
同
じ

名
前
が
縁
で
埼
玉
県
三み
さ
と郷
市
と
奈
良

県
三さ
ん
ご
う
ち
ょ
う

郷
町
、
旧
三
郷
村
と
の
間
で
友

好
都
市
と
し
て
提
携
し
た
の
を
機
に

発
足
し
た
も
の
で
、
年
１
回
協
議
会

市
消
防
委
員
会
（
中
野
博
夫
委
員

長
）
は
5
月
22
日
、
市
消
防
団
の
組

織
の
見
直
し
な
ど
を
ま
と
め
た
第
3

次
中
間
答
申
を
宮
澤
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

今
回
の
答
申
は
、
平
成
21
年
１
月

に
受
け
た
諮
問
の
う
ち
「
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭

隊
・
女
性
消
防
隊
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
応
じ
た
も
の
で
す
。
内
容
は
市

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
13
日
に
は
、

木き

津づ

雅ま
さ

晟あ
き

三
郷
市
長
、
森も
り

宏ひ
ろ
の
り範
三
郷

町
長
を
は
じ
め
3
市
町
の
議
会
議

長
、
教
育
長
、
関
係
者
な
ど
も
出
席

し
、
平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
と
本

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
を
決

め
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
を
通
じ
た
住
民
同
士
の

交
流
、
各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

全
体
で
活
動
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
に

つ
い
て
、
団
員
の
地
域
構
成
の
偏
り

を
指
摘
し
、
5
地
域
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
す
る
こ
と
。
音
楽
喇
叭
隊

に
つ
い
て
は
、
消
防
ラ
ッ
パ
と
吹
奏

楽
の
活
動
が
異
な
る
2
つ
の
部
で
構

成
し
て
い
る
た
め
、
隊
を
分
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
ま
た
、
女
性

消
防
隊
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ
て

の
参
加
、
災
害
時
の
相
互
支
援
体
制

を
整
え
る
た
め
防
災
担
当
者
会
議
の

開
催
な
ど
で
す
。
ま
た
、
交
流
が
始

ま
り
、
平
成
28
年
に
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

協
議
会
終
了
後
、
2
市
町
の
皆
さ

ん
は
、
烏
川
渓
谷
緑
地
や
長
峰
山
な

ど
市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

い
る
予
防
広
報
活
動
や
救
命
講
習
普

及
活
動
に
加
え
、
災
害
現
場
で
の
役

割
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

宮
澤
市
長
は
「
災
害
現
場
で
活
動

す
る
人
数
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
活

動
内
容
や
役
割
に
応
じ
て
必
要
な
人

員
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

協議会に出席した皆さん

答申内容を説明する中野委員長（中央）

■
第
５
期
地
域
審
議
会
発
足

第
5
期
地
域
審
議
会
委
員
の
委
嘱

書
交
付
式
が
5
月
20
日
、
三
郷
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
審
議
会

は
、
合
併
後
10
年
間
、
旧
町
村
区
域

を
単
位
に
設
置
さ
れ
、
市
の
施
策
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
審

議
や
意
見
を
し
ま
す
。
委
員
は
、
自

治
会
代
表
者
、
公
募
委
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。
各
地
域
の
委
員
の
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
◎
会
長
、
○
副
会
長
）

豊
科
地
域
審
議
会

草
間
秀
康
、
長
瀧
文
一
、
佐
藤
タ
カ

ヱ
、
降
簱
芳
子
、
丸
山
恭
弘
、
◎
山

本
紘
子
、
小
口
節
、
横
川
英
子
、
吉

原
貞
夫
、
小
野
照
武
、
○
松
井
弘
二
、

矢
澤
毅
彦
、
百
瀬
陽
子
、
三
原
正
道
、

岩
原
高
志

穂
高
地
域
審
議
会

市
川
直
哉
、
仁
科
清
司
、
吉
田
賢
司
、

矢
野
口
陽
一
、
須
坂
節
子
、
◎
清
澤

仁
一
、
○
近
野
京
子
、
浅
川
隆
、
有

賀
佳
子
、
藤
原
正
三
、
丸
山
多
加
志
、

原
田
匡
代
、
柴
田
洋
二
、
藤
原
浩
、

松
井
昭

三
郷
地
域
審
議
会

濵
英
章
、
二
村
政
雄
、
小
林
清
次
、

降
旗
幸
子
、
稲
葉
か
ほ
る
、
石
曽
根

ミ
チ
ヨ
、
二
木
範
雄
、
○
小
松
惠
美

子
、
神
谷
保
明
、
松
澤
俊
文
、
宮
下

光
義
、
久
保
田
正
孝
、
◎
降
旗
富
雄
、

降
幡
世
志
惠
、
中
田
冨
美
子

堀
金
地
域
審
議
会

唐
澤
廣
實
、
奥
原
柾
幸
、
丸
山
啓
二

郎
、
板
花
正
廣
、
中
田
茂
、
伊
藤
勝
、

三
村
照
子
、
塚
田
壽
子
、
◎
黒
岩
英

則
、
北
林
澄
子
、
三
澤
俊
秀
、
○
美

濃
輪
喜
和
子
、
丸
山
優
喜
雄
、
矢
淵

美
好
、
大
屋
進

明
科
地
域
審
議
会

大
石
昭
明
、
竹
田
宏
行
、
山
口
登
、

青
木
武
良
、
望
月
恭
子
、
岡
山
き
み

子
、
長
嶺
和
子
、
伊
藤
文
男
、
◎
宮

川
智
江
古
、
平
林
義
明
、
内
川
勝
治
、

小
林
敏
郎
、
○
矢
花
正
一
、
加
々
美

久
夫
、
宮
下
典
子

建設現場写真（5 月 31 日）

新本庁舎建設
ニュース№ 2

基礎工事進む
64 カ所に基礎底版を設置

4 月から始まった掘削工事はほぼ完了し、地
面から深いところで約 7 メートルまで、建物
の形に合わせて掘り下げました。6 月中旬から
は、いよいよ建物を支える基礎部分の鉄筋組
み立て工事が始まります。

写真に写っている四角い穴は、建物で一番
深い場所にあたり、ここに建物を支え続ける
基礎底版を造ります。底版の大きさは、一辺
が 4 ～ 4.5 メートルで厚さが 80 センチメート
ルあります。これを全部で 64 カ所に設置し、
１つが最大で約 860 トンの重さを支え続けま
す。工事は順調に進んでおり、7 月から 8 月に
かけては基礎工事を主に行う予定です。

●地盤調査結果・地盤支持力は大変良好
　基礎工事に合わせて、5 月下旬に地盤調査を
行いました。当初に見込んでいた以上に、建
設地は大変良好な地盤支持力があるという結
果が出ました。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000


